
　企業の国際取引拡大が国内供給企業に及ぼす影響
遠藤 正寛 1

1 慶應義塾大学商学部
endoh@fbc.keio.ac.jp

日本国際経済学会第 79回全国大会 2020年 10月 17日

Endoh (Keio) Impact on Domestic Suppliers JSIE, October 2020 1 / 24



分析の目的と主要な結果

問題設定：ある日本企業が海外取引を拡大させると、それが国内の主要供給元企業の経営にどのような影響を与えるか？先行研究の分析方法を 3つの点で改善：
◮ 分析対象企業の選択に、より適切な基準を設ける。
◮ 国内の主要供給元企業への影響を、いくつかの変数から見る（廃業や労働者数など）。
◮ 傾向スコアマッチング (PSM)と差の差推定 (DID)を用いる。

分析結果：統計的に有意で体系的な結果は観察されない。
◮ 背景：ある企業が海外取引を拡大させても、国内仕入額を十分には変化させない。
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海外取引の直接・間接効果への関心

ある企業の貿易拡大は、その企業自身にプラスの効果
◮ 輸出拡大：生産性や売り上げが増加 (Atkin et al., 2017; Munch and

Schaur, 2018; Garcia-Marin and Voigtlander, 2019)
◮ 輸入拡大：学習効果、多様性、品質効果による正の効果 (Amiti and

Koning, 2007; Kasahara and Rodrigue, 2008; Goldberg et al., 2010;
Topalova and Khandelwal, 2011)しかし、その企業の国内取引通じた間接効果はどうか？

◮ 輸出拡大：国内取引先にもプラスの効果が及ぶと予想される。
◮ 輸入拡大：国内取引が減少し、国内供給元企業に悪影響を及ぼすという見方。
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海外取引が国内取引企業に及ぼす影響
輸出の拡大：Fujii (2017)、東京商工リサーチ (TSR)のデータ使用

◮ 日本の企業の約半数は、1つか 2つ先の国内供給先（下流）企業を通じて間接的に輸出している。
◮ 直接輸出企業のショックは、統計的に有意に、間接輸出企業の売り上げに影響する。輸入の拡大：Furusawa et al. (2018)、TSRデータ
◮ 外国からの中間財の輸入で、国内供給元（上流）企業からの購入が減るわけではない。
◮ オフショアリングを開始した企業は、上流企業との取引を維持する。また、地理的に近接した、異なる財を作る企業との取引を始める。

海外生産の拡大：Ito and Tanaka (2014)、帝国データバンクのデータ
◮ ある企業が海外雇用比率を増加させても、その国内上流企業の労働者数は減少しない。
◮ むしろ、アジア域外での雇用比率が増加すると、国内上流企業の労働者数は増加する。
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分析方法の改善
分析対象企業の選択に、より適切な基準を設ける。

◮ 例：輸入の拡大が国内上流企業に与える影響
⋆ 考察対象の下流企業：国外取引を全く行っていない企業 (A)、輸入だけを行い、輸入額が増えた企業 (B)。
⋆ 処置群に入る上流企業：供給先が (B)のみ、あるいは (A)&(B)のみ。
⋆ 対照群に入る上流企業：供給先が (A)のみ。上流企業への影響を、いくつかの変数から見る。

◮ 廃業、労働者数、一人当たり売上高、一人当たり賃金、一人当たり付加価値傾向スコアマッチング (PSM)と差の差推定 (DID)を用いる (Hijzen
et al., 2011; Brucal et al., 2019)。

◮ PSM：比較する 2企業を選ぶ
⋆ 一人当たり付加価値の多い上流企業、取引相手企業までの距離が長い上流企業は、処置群に入りやすい。
⋆ 取引関係の構築は、上流企業・下流企業双方の要因から決まる (Sugita

et al., 2017; Furusawa et al., 2018)。
◮ DID：共通トレンドの要因を除く
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国際取引が国内供給元企業に与える影響
輸入増加（製造業の中間財輸入）：Furusawa et al. (2018)

◮ 直接代替効果：国内供給が輸入に置き換えられる
◮ 間接効果：ある国内企業からの購入は増加

⋆ 同じ産業で、より生産性が高い・地理的に遠くに位置する供給元企業
⋆ 既存の供給元と異なる商品を作る近隣の企業

◮ 実証分析の結果：オフショアリングを始めた企業は、国内取引をより維持する。
◮ 理論的帰結：オフショアリングを始めた企業の収入は増加する

⋆ 可能性：国内供給元企業からの購入は減少しない輸出増加：Fujii (2017)
◮ 円安時 (2004-2005)に、輸出企業だけでなく、その国内供給元企業の売り上げも、より伸びた輸出による企業の生産性上昇が国内取引に及ぼす影響
◮ 国内取引増加：生産規模を拡大
◮ 国内取引減少：国内調達を減らすことで生産効率改善
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データソース
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日本国内の取引ネットワーク
（株）東京商工リサーチの「企業相関データ」、2014年

◮ 総件数：約 530万件
◮ １．主要な売り手の報告件数：約 240万件
◮ ２．主要な買い手の報告件数：約 270万件

⋆ うち、売り手・買い手双方が相手を主要と報告しているのは、約 20万件
⋆ 売り手と買い手の重要度の認識は非常に異なる

◮ ３．株式保有関係の報告件数：約 20万件この研究では、２の情報を使う。
◮ 上流の供給元企業に影響を及ぼすのは、「主要な買い手」と認識されている企業であろう。
◮ ただ、包括的な「１＋２」（約 490万件）を使っても、結果はあまり変わらない以下は分析対象外
◮ 売り手と買い手に資本関係がある
◮ 売り手（国内供給元企業）が国際経済活動をしている

⋆ 輸出、輸入、外資受け入れ、対外直接投資
Endoh (Keio) Impact on Domestic Suppliers JSIE, October 2020 8 / 24



企業のデータ
売り手企業のデータ：経済センサス

◮ 分析対象企業は、2014年 7月に存在していた企業（経済センサス基礎調査を用いて）
◮ 2012年 2月と 2016年 6月の経済センサス活動調査の結果を比較国際取引データ：企業活動基本調査
◮ 2011年度と 2015年度の値を使用分析対象となる企業の選択
◮ 買い手企業：外国との経済活動がない企業、または、貿易を拡大している企業（輸入／輸出しかしておらず、輸入／輸出が増加した企業）
◮ 売り手企業：外国との経済活動がなく、上記の分析対象となった買い手企業とのみ取引している企業

⋆ 外国との経済活動がない企業：企業活動基本調査と接続できない企業、あるいは、企業活動基本調査と接続でき、外国との経済活動がない企業
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国内企業と貿易拡大企業の数
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処置群と対照群
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PSMの説明変数・DIDの被説明変数
PSMの説明変数（売り手企業の視点での表現）

◮ 1人当たり付加価値（プラスを予想）
⋆ Sugita et al., 2017; Furusawa et al. 2018

◮ 主要な買い手の数（プラスを予想）
◮ 主要な買い手との間の平均距離（プラスを予想）
◮ 主要な買い手の平均売上高（プラスを予想、Bernard et al., 2007）

DIDの被説明変数（売り手企業の値、廃業以外は分散が非常に大きいので、上下 5%は削除）
◮ 企業の存続（2014年 7月から 2016年 6月の間、廃業でダミーが 1）
◮ 労働者数
◮ 1人当たり売上高
◮ 1人当たり賃金
◮ 1人当たり付加価値

12のケースで分析
◮ 貿易（輸入／輸出） X 売り手企業（製造業／卸売・小売業／その他）

X 買い手企業（製造業／卸売・小売業）
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廃業：ATT（処置群の平均処置効果）、輸入
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廃業：ATT、輸出
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結果の解釈
95%水準で有意なのは、12ケース中、1ケースのみ。

◮ 「その他→製造業、製造業である供給先企業で輸入が増加した場合、その他である供給元企業の倒産確率が上がる」
◮ 「有意で体系的な結果がある」とは言い難い。以下、処置群や対照群の範囲を変えるが、同様の結果。
◮ 99%水準で有意になるのは、全 48ケースのうち、「主要供給先企業数のうち国内企業が 2/3以下、製造業→製造業、製造業である供給先企業で輸入が増加した場合、製造業である供給元企業の倒産確率が下がる」ケースのみ。
◮ 95%水準では、3ケースが加わる。

スライドでは示さないが、売り手企業の労働者数、1人当たり売上高、1人当たり賃金、1人当たり付加価値でも、やはり「有意で体系的な結果がある」とは言い難い結果。
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廃業：ATT、輸入、売り手側または買い手側にとっての重要取引先を含める
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廃業：ATT、輸入、主要買い手数のうち貿易拡大企業数が 1/3以上
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廃業：ATT、輸入、主要買い手の総売上高のうち貿易拡大企業の売上高が 1/3以上
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廃業：ATT、輸入、売り手企業は企業活動基本調査と接続できたもののみ
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買い手の貿易拡大企業を対象にしたPSM-DID

売り手に有意で体系的な影響を与えない理由は、買い手が貿易を拡大してもあまり生産技術や生産規模が変化しないからではないか？
PSMの説明変数

◮ 労働者数
◮ 1人当たり固定資産
◮ 全要素生産性

DIDの被説明変数
◮ 国内仕入額
◮ 全要素生産性
◮ 労働者数
◮ 1人当たり売上高
◮ 1人当たり賃金
◮ 1人当たり付加価値

4のケースで分析
◮ 貿易（輸入／輸出） X 企業（製造業／卸売・小売業）
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国内仕入額：ATT
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結果の解釈

企業が貿易を拡大させても、国内仕入額は有意には変化しない。
◮ 理由１：外国取引の拡大は、正負が混在する様々な因果関係を通じて、国内仕入額に影響を与える。
◮ 理由２：影響を観察できるほど、外国取引が大きく拡大していない。

⋆ 東日本大震災の影響のように、多くの企業が外的ショックで閉鎖されれば、取引会社への負の影響は観察可能な程度に大きくなる (Carvalho et
al. 2020)。しかし、外国取引の拡大はそこまで大きな変化ではない。

次のスライドの労働者数のように、外国取引の拡大はその企業に正の効果を及ぼすかもしれないが、あまり強くないため、上流企業への波及効果は観察できない。
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全要素生産性と労働者数：ATT
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結果の要約

ある企業の海外取引拡大は、国内供給元企業の活動に有意で体系的な影響を与えない。
◮ 背景：ある企業が海外取引を拡大させても、国内仕入額を十分には変化させない。

懸念：この結論は、私の分析が不十分だからではないか？改善を要する点
◮ 処置群の企業数が、対照群と比べて少ない。
◮ 分析期間が 4年間 (2012-16) の 1回のみ。
◮ 国内取引データが 2014年の 1時点で、取引関係の構築・解消を考察できない。
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